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一，実施賜苛

白 8平日 5宇土と4月 24日

~ 11 3 9年 7月78 

3 ) 放養垂

a，池中養没 2759/m2 b，箱飼育 2司 326g/m'

4 ) 鍔科及給習方必

主，宵科J)種主語 サン""7，サパ，ウルメイワシ，イカナゴ(大 1イカナゴ(小)

b，沿え耳万記長 イカナゴ(大，小):::1:投河笥により，そJ)他))呼外企目京11とし，表皮を柔く

する自的で熱湯;こ浸して合管したっ又授~耳目投 Lま 1 日 1 自とし， 役符i量並1こ投餌!場!苛ぜまそのi寺

自活相 39年 7月?日

奈 11 3 9年 8月2 6 B 

々の鰻の状援を見て調節した。

靖 育管理

jとオく王む養燥であるので， 青紛の育母Jt;)主に水変りに気を付iナ， 叉換オく装還が無いため， ド竣素 1て足による

鼻上げにたtしむま適宣注7}c;こより対処した。

留 式験結果

成績についてな別表のとす占りであるが

わ 越冬或波 C1lB.示日 38竿 11片 1日~昭平日 39竿 4月 24日〕の l消果はi成年[O. 8 'NJで凋始却の総;垂

量に対し減耗率は 10.4%を示しただけでへい死魚必全くなかっとの

え〉 越冬したもの会 7月より 46日明箱河いした結果ま増産率 14.4%を示し養魚巧詑性δ見とおし

を得ぞと勺なおヰ草場係資は普通 7- 8と云われるが 5.8湿度で良好である。
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N 考察

1) ，.iX:長の :l白書士~l&

7.k変りによる有毒吻質生oX;のためと考えられ， ウナギ大量を死期，6'.;;j( 5 :-3 (，長)のてk¥貿vまFii己

ふ泊りであったっ

水主!ir;i品企庁己 3 :) 2争点、f: 1 t {j C D， S 

じ雪二二 17(hJ iUミ) | 
川く温 1 23口t I 20:τ | 
1* 竺 土f:錆， '7ス柊色 11 
¥ ← ! γヤトブ具 H 

川 急主ガス無

I H2 8 d員

E' H I 6.4 

O. 0 1 9.7仰'/L( 1 2 2. 2 % ) 111 3. S 3.dfJ/人'C151.4%) 
d 2 3 ! 

N H3 I 

N"勺|
、 + 】 I

0.2 0 ，1i~/し

口.27 4';1~/L 

1 2.0 g/L 

1. 2 9 ii1~/L 、~~毛1

0.1 05，ザ/L

1117.o9/L 

善通Fri 土良 J守之)，'m"こま存在ャ.';'-.rけが， Nu30:.:¥';く1宅界衣t去の:也や水変りのi祭にまN02

方Z見ら(1" (日中も存在する).a:rγ刀工忌下r主っ 'Z. 一;cヨこっv ごま o2方， 2c己 /L主L下で

ちれぽ被害を受i十ると司われて l、うっ

とって止水委長 1) 1弱含の 'K変。 i，-~~ ，芳 1 して，換71<:j妻賢( ".'学晩、'エアレーシヨ Y美空〕を設

立rること tこLり，也 j丘il官乃 G 有ii;"'iX l'~ J: iニ告，;11 スう女手主 1'T~ iJ¥ξり♀)"ポ~ ;>冷去し， プ

ランクトン 1コ交代を沈:とする必妥がちるc.

宝石Í'白下水をト実ιう亡 f主7}くしてし、る pて，;'~怜 J弐 ')i:~ ヴくつ~i昆λーしているも，)ど忍われる 3

2 i 減字北開心J受粍玄と更』羽(-.~Í(}空各 1 ヒによみ摂堺不良のた込ろ) )~:実事毛卒てこつい戸ぐ

冬婿閣の減耗率については， i C月.?_5 .J ，'，二冷専を~tr~としているノコで，月 1 弓以後'u>1I'i'ttf:

による減差ま 0と考え， 1臼当り/つ

なるつ

叉，度矧I現については投鐸朝司中ヴタうるた必F 安り iこ気弓尋として{舌メ誕ヰ iこよるえ;fÉ;~をヰヲ

ジド均衣重 6O. 7 5 r;も乃でー て霊のむ.05 4 %と

いて算出 Fると， 下r:eéつ ζ うに~(り.
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:ヰ科換算〔曽重係唆 5.8) 

室電祭によるf英高差(全投鐸科 22勾)

崎重量ま換算(崎重係竣 5. 8 ) 

投課長司脊が(15〆よりも減益が多ν、という結果こなる。

このl京国として考えられる l)~まれ己の 5 つで，

① 制定上。誤り

の 不明魚本重推定上の誤り

2. 1凡F

1 2. 6 K9 
2. 2!(~ 

⑨ 観察による 1受等霊まのとり方の譲り→〔更菱重量は言十富士δこと)

①ほとの燦除外すると， ~íま 1 尾平均体重が 3 9 0 9以上でなければ之らないので，主として③に

よるもδでるると考えられるヲ〔水虚噌殖道番 6. 養1受の理論と実i疾，参照)

3 ) えの箱凋について

② 5月29白-7A6日迄(成績炎参照)

3 8土手;変( 1 7号池)止水養婚に引続き， 17サ池で止水箱詞を行ったが， 6月23臼の大

重量繕死の原因は水変りによるものと推定される。〈①参;照)叉，主主養盆の函からいっても 6.6 

K~で」上水中では過剰である。

② 7月7日-8月 26日まで(成績表参照)

箱飼いの生残り(3 6尾〕を 16号池で箱甥いをしたもので， 16号池の状況( 1 )参照)

tま下記の品りであった。

(放嗣 • 2.6砂川¥

注水差 1 2 0 ()， /hノ

(換柑 0.3 %/dザ 〉
r也{菌債 122.6m2，水深 7 0【:mノ

水浸 8 5 '3m8 

池底状況:池の下半分，平均 6c沼に盛土(祖砂質泥)

以上の状況からみて(資料不足ではあるが)箱飼([)場合ほ放養脅変にも凋係する沙ろ或る程度

の焚流する水中で司育する必愛があるように思われる。

今後の問題として，流水中で箱飼いを行い，その限度を究明することにより，副j業的養鰻への

可能性が五分考えられる。

4). 4>:県における養授の適否について

沼柑 38， 3 9年度と 2ケ生存に亘り実施した結果，黒石地先における養鰻可能期閣は 5月上旬

より 10月中旬までの 6ヶ月明(水温 13 "c以上， Max35"C)である。

養殖ピリより始める場合，短期太養成は可能(成績表参照〕であるが， 7]<変り対策(地底の強

制酸素有害ガスの除去，酸素の補給等)を十分に考慮しなければ tJ:らセい。

文，極済性からいえ:cf，本県の湯合天然窪ウナギを重量することから，需要面においては生産コ

ストが低くそEらなけれぽ企業として成立しない。

一方透ウナギ(養殖ピナ)o価格if三変動が殺しく，成品のコストが高くなるため，将来は県産

シラスウナギの d上実唆を杷盟主し，県内におけるシラスワナギから太養成までのー買事業を推進

める必要がある。

日庁長毒資料 ォサ冊のとおり

410 



別 表

項へそ目~帰日三国k 足

(箱飼)
38. 8. 28 38. 11. 1 5ヲ. 5. 7 39.7.9 38. 6. 17 

- 10.31 - 39. 4.24 -5.29-7.7 - 8.21 - 39. 8. 26 

35 1 76 6 2 49 39 4 

開始時 1 36 1 27 1 1 3 553 
経t 尾 数

尾 終了時 1 27 1 26 36 28 28 

現 8，7 5 0 7.7 1 5 5.86 2.07 33.6 5 

|稔 イ本 重

K9 終 7，7 1 5 6，9 15 2.07 4.3 4.3 

司 64.34 60.7 5 51.86 75.5 6 1 
1尾平均体重

9 終 60.7 5 54.7 2 57.5 1 5 3.7 5 1 5 3.57 

調査 l司及び
27 2 1 3 353 

売却尾数

|司 重量F 45‘1 8 1 1，055 5 4，2 4 0 

不明尾数尾 柊 ? 8 9 1 

/1 重 量F /1 563 57.7 9 16 8，7 43 

要富死尾数尾 " 7 7 109 

Fノ 重量F /1 4，396 7，530 

歩留尾数率% " 93.38 99.2 1 31.86 77.7 8 63.83 

増 重 量K9 " -472 -742 ι06 31.46 36，8ι5 

サγマ 3，020 

大女子 i 8.4 0 0 I 9 1， 1 2 5 

小女子 5 0 0 1 8.4 0 0 I 1 8，9 0 0 

結 解 量 !ウイルワメν1一 2之313一I 29，81 2 

サパ 1 5 7，1 3 0 

K9 己十 22.31:5 3，520 18，400 五日 3，367

I 85.7 2 

5.82 8.37 
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青森県におけるウナギについて

技師頼 茂

1. 沿岸酒税状況について

本県において日本海の北部沿岸では乙/ラスクナギの湖上が認められないので，増殖の為明治 32 

年から 37年にかけて松島湾の種クナギを岩木川，中村川へ移殖放流している。

一方太平洋側においても金華山以東にはウナギが少いと謂われているが，本県のクナギの漁獲は太

平洋側の河川，湖沼からあがるもので，本県のワナギの漁獲から判断して，レラスウナギのj回瀞経

路は第 1図に示すように予想、される。(野牛，大沼，左京沼でもウナギが漁獲されている。)老部

川においては実物の標本を採捕しており，それ以北の分については地元組合員によって確認されて

いるが量的には甚だ少ない。

文，旧奥入瀬川の廃川地では乙/ラスワナギ叫朔上が確認されている。沼得及び湖上期は，太平洋の

海水温と川の水温が若手々一致する 1 2'0内外を示す 4月中旬から 5月上旬頃と思われる。

。八戸及び尻屋地先における月別水温

、下主ま 昭和 37年 昭和 38年 3 9 4 0 

八 戸 尻 E量 f¥. 戸 尻 屋 八 戸 /¥. 戸

5 尽 平均 6.6D 7.0'0 6.8"0 7.2 6.3 5.1 

4 )'1 1/ 9.7 1 0.0 1 0.1 以下ナ乙/ 9.3 7.0 

5 ~ 11 13.4 1 2.7 13.7 1/ 1 1.3 10.9 

6 月 11 18.2 1 5.4 13.5 1/ 1 4.1 14.2 

νラスウナギの溜波予想、図

75国滋経路
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司.

2. ウナギの漏穫量について

本県におけるウナギの漁獲ト詮は，大体 30，0 0口匂前後で年々増加の傾向にあるが全国的には中

位にある。

(農林省統計資料による)

年 i受 漁 獲 量 1原 位

昭昭 34 年 1 2.4 トン 35イ立

11 35 年 29.6 22位

11 何 年 28.7 不明

11 37 年 34.2 23位

11 38 年 37.9 191立

11 何 年 38.0 191立

河川，湖沼別ケナギ漁獲量(5ヶ年)

年 度 j弓 川関係 湖沼関係 計

33 1.4 トン 8.2 トシ 9.6 トン

34 0.4 12.0 1 2.4 

35 1. 1 28.5 29.6 

36 2.6 26.1 28.7 

37 2.8 3 1. 4 34.2 

38 2.8 34白? 3 7.9 

39 2.0 36.0 38.0 

ワナギの漁獲量主は本県内水面漁喧垂の約 2%を占めている。

主にウナギの漁鑓きれる河川湖沼名(3ヶ年)

8.0トン

1K」空 昭和 34年

尾

鷹

鮫

架

瀬

河

口

河

口

川

川

山

也

、Ja

、γ
f

f

t

F

わ
が

U

3.7 

高

そ
の 0.7 7.ι 1 6.4 7.8 1 3.3 1 4 

計 1 2.4 2 9.6 2 8.7 3 4.2 37.9 38 

(農林省青森涜計調査事傍所資料による)

(但し，本漁獲量の中にはヤツメクナギをクナギとし℃記録したものが，幾分含まれるかと思わ

れる。)
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5 その 他

本県の河川湖沼における増殖放流義務(川町、iJ4 1年度;湖沼j渇1系20 [l 1(:7.河川関係 20 0 K:7. 

計 40 0 K:7 )に対し，年々 24 O.~ 3 2 0 K9の種ウナギが放流されている。

本県においては養操業が採りあげられておらず，勿論シラスウナギの探情も行われず， 自然湖上

に任せているのが現状であるから，上記の漁獲量から推して放流分を差引いても相当浸のふ/ラスウ

ナギポ湖七するものと思われる。特に上北湖沼群は高瀬川lこよって海に連なる関係ヒ， ここを伸え

るととによって. ，{;:l!ミのνラスウナギの実態は明白になるものと考え， 高瀕川川uにおいてνラス

ウナギの湖上状況調査並びに採捕試験を行ったがその結果は下記のとおりである。

1. 採捕年4日

2. 採 持 場 所

3. 採摘漁具

4. 採捕結渠

5. その他

6 考察

記

昭和 39年 5月8. 1 7. 1 8日の五回

高瀬)11)11口より上流 2.5Kmの地点(築 31当参照)

第 1図のとおり

長 1のとおり

高瀬川におけるウナギ漁はる月から 11月にかけて行われるが下りウナギは

?月中旬から 1 1 ;=j中旬こ移動するよ弓である。柑有口 3 2年頃までは Fりウ

ナギと云えば 80 0 gのものが織っていたが現在では型が少きくなり 41(9に

1 0本程度で昭和 34年は特に小型で 4Kg当り 17 ~ 1 8本であったと講う。

高瀬川におけるウナギの採捕業者はヤス突 8名，延縄 4名，袋網5ケ統であ

る。(表 3~5~照)

な寸ヨI高i.'f:1j川の底貸は環 2のとおりで程質と砂質とが半々の割合である。

① 小川原胡におけるウナギの漁獲量の変遷は第 2閣のとおりである。

②本県の太平洋岸におけるジラスウナギの朔 k胡は 4月中旬から 5J~ 1杯で湖と最寄矧は 4Jj 

rt旬と哩われる n

⑨ 本県で初めて vラスウナギの採補確訓(2 8尾)を行ったが小111原湖及び高瀬川における漁

獲司王からみて途中の減耗を考慮しでも相当最のジラスウナギが湖上しているものと思われる。

第 1 麦 νラス採捕状況(背俗骨数 11 5 ) 

月 日 時閣 *' i，且 ミ/ フ ス 後退欽
j高崎日寺 ! 

1/八戸港) 備 考

5.8' 64 2 O. 05 13.80C 1 9 1..31 民日の気象状況

( 2 0.05) 
全長体重全長体重

(ヲ日)
月 ヰ Il司哨水損|日

2 1. 0 0 
55慨 O.2g 58平仰 0.2 5.10' 64 19.40 12.9 15.8 

6 0 0.2 55 0.1 
5.12'64 20.00 8.4 14.5 

53 0.1 59 0.2 

57 0.2 58 0.2 
5.1件'64 20.00 7.9 12.6 

58 口.2 54 0.15 5.16' 64 22.30 8.6 15.8 
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回一一』一一一一一一一可晶一一一一一一
持潮時

片 日 時 IHJ 水 i晶 天気 風向 乙/ラス確認数
(八戸港)

イ椅 考

5.1 7' 6 4 1 8.35 15.40 H育 北東 5 20.40 塩素最 0.4:1 % ( 20.4 1 ) 

1 9.00 1 5.2 11 11 全 長 体重 織{立差 乙/ラウオ，づサ，ヱピ カニろ

1 9.30 1 5.1 11 11 59開 口 2~ 1 0 c膚 イサザ: トミヨ，集灯

2 0.00 1 4.8 /1 /1 58慨日 15

20.30 1 4.7 /1 " 56切'1l 0.1 5 

2 1. 0 0 14.7 " " 

21.30 14.6 " " 
22.00 1 4.5 " " 

22.30 14.4 /1 2リ

5.18'64 1 9.00 1 6.7 11 11 4 21.42 レラワオ，ゴリ，エピ，

19.30 1 6.5 /1 /1 全 長体 重 平水位と カニ，イササ， トミヨ，

2 0.00 1 6.3 11 11 5 5vtUl O. 15 ~ 満潮時の 集灯

20.30 1 6.1 11 /1 57 0.15 潮位差

21.00 1 6.0 11 11 57 O. 15 2/cm 

2 1. 3 0 1 5.8 11 11 56 0.15 

22.00 1 5.8 11 11 

22.30 1 5.8 " 
一一一一

第 2 表 オオハパ¥#筋の粒度組成

中 砂 妙、 綱 砂 微細粒 沼 言十

1 ~ O.5WA 0.5~0.2 5 0.25 0.1 25 く 0.062 900~ 
~0.1 25 ~O. 062 

O.守司ら 7.7必 1 3.3% 36.7% 41.4% 100% 

第 5 表 高i瀬川におけるー漁業者の月別クナギ漁1雲南

月 別 漁 獲 f奇 (1<9 ) 備 考
19 64. 6 且 1 4 1.4 漁具; ヤス，延縄

7 /1 269 11 

8 ，/ 284.5 11 

9 1/ 1 74.0 11 

1 0 /1 2、00 ヤス，延縄，袋網

1 1 /1 1 44.4 袋網

計 1.213.3 
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者~ 4 麦 ク十ギ採捕状況(漁具 ;γ ス)

耳 日 4四rrn 日寺!国!採補数 備 考

6.1 7' 64 19.1 0 1 0.00 8 必散数杓 20本，マガレイ 19宅採捕， f采

( 1 0.3 0 ) 全長 40 C1l1 
浦地点;ま1可口より，約1.5 Km上流(通称オ

1 0.50 50 

61.5 
オハパ)

5 1 天気;晴

60 

73 

4 3 

35 
一一

第 5 表 月号jウナギ J者j袋詰(一命者 )組成

6月 (操業 11日)

重量区分(~) 13758-以と I 2 2 5~3 7 d 1 六日~22 4 7 5~1 49 計

A) I合 重 量 制 | 3 8.7 2 3 6.82 3 3.98 3 1.8 8 1 4 1.4 (Kq) 

(必) 27.4 26.0 24.0 22.6 1 0 0.0 

(操業 24日)

重量区分(:1)1375 以と 2 2 5~3 i 4 1 5 O~2 24 計

雪景州 1 24.45 4 1. 55 己2.475 I 1 40.5 25 I 26 9.日

(場) 9.1 1 5.5 2 3.2 5 2.2 1 0 O.日

8 )j (燥業 22日)

重塁区分 (~)|375 以と 225-374 1 5 0~2 24 7 5~ 1 49 

。)I合 重電 糊| 30.6 90.35 1 1 1. 2 5 5 2.3 

(場) 1 0.7 3 1. 8 3 9.1 1 8.4 

jj 7い¥えF¥1jよiパろ33529a 4 J21 上 i 
225~374 9- I ;50~224 多 7 5~ 1 4 9 f! 

36.8 2 1¥$1 33.9 r，q 31.88 l¥q 

45 " 41.55 11 62.4751/ 1 4 0.5 2511 

8 )1 ヨ口.60 !I 9 0.35 11 1 1 1.25ν 52.3 1/ 

ま十 93.77 1/ 1 68.:' 2 11 2 0 7.7 05 11 2 24目 70511

% 1 3.5 24.3 29.9 5乙5
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